
家 を建 て る とい うこ と

一一非日常の中の日常 (8)―一

原

Building Hiouses

Ordinary Lives in Extraordinary

2002年 。地震から7年 が過 ぎた「被災地」には,

たくさんの一戸建て住宅が建ち,再建されたマンショ

ン,新築マンションがそびえている。そうでないとこ

ろの多くは駐車場である。阪急電車沿いで戸建てを立

て替えた人が話していたが,新 しく建てた家は,電車

が通るたびに揺れるという。瓦屋根の重い家屋から,

丈夫で軽い家屋へ・・・。

本稿は,1996年 の 2月 ,つ まり地震の 1年後に,

大阪にある大手住宅メーカーで伺った家をめぐる話で

ある。
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in an Affected Area;

Situations in Nishinonliya, 1995。 (8)

HARADA Takashi

Abstract: This is part of a study of the social situation after the Great Hanshin― Awtti Earthquake in 1995.

This paper focuses on the activity of a housing company,based on an interview in Febrllary 1996.

Fron■ the very day of the quake,staff of the housing company visited their customers' houses to check the

damage. In a sense they had to function like firemen in their ordinary work. The number of staff increased

by over 3000 within a weck.

After flnishing the check within a month, the company repaired the houses where necessary. For some

houses,improvements were made to the ground.The company has a section for researching and developing

the methods for constrLICting houses in a manner appropHate to ground conditions,because in Japan there are

areas of soft ground and these suffer in natural hazards such as typhoons and earthquakeso At the same tilne

du五 ng this period, staff were busy with voluntary activities, supplying food and water to the people in the

affected area.

Six months or so after the earthquake, the company started constructing houses for their new customers.

They were very anxious about the safety of the inner strllcture of thc houses, so they advised customers,lor

example,to fasten down fumiture.But these customers were those with a high standard of living. There are

many others without sufflcient flnancial resources to rent or buy land or to constluct or rent houses.

The company has been continuing the creation of an area of safety.IBut fronl their point of view,this is a

work beyond the scope of individual housing companies. Total planning by the public sector is indispensa‐

ble.

復旧作業

1995年 1月 17日 ,地震が起こった。

「消防隊員」が3万棟の確認をする

既にお建ていただいたお客様が,被災地域に約 3万棟こ

ざいました。どういう状況であるか確認作業に入つたわけ

なんですけども,当時はほとんど電話も通じませんでした

から,営業とか工務の当番が自転車だとかバイクで,地震

の当日から回つておりました。
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一そういう対応をするつていうのは,マニュアルがあ

ったのですか。

皆さんそうおつしやるんですけど,当社の場合 ,特に

書いたマニュアルつていうのはないんですよ。といいま

すのは,私どもは日本全国に営業所 ,支店がこざいます

のでね。

日本つていうのは,年に 1回や 2回は台風が来ますよ

ね。当社の社員つていうのは消防隊員みたいにイメージ

していただければいいと思います。台風が来ることがわ

かってたら=と りあえずいつぺん家に帰つて戸締 りし

て ,また支店とか営業所でずつと待機なんですよ。そう

いう体制なんです。「それはどこに書いてあるの」と言わ

ねたら,書き物はないんですよ。長崎の風水害 [1982

年]の時なんかでも=救援隊よりもうちの社員の方がお

客様の家には先に着いたつて,そ ういう会社なんです

ね。

ですから今回も確かに通信網はかなりやらねましたけ

れども,携帯電話が害」合通じやすかつたということで ,

当社の営業部員つていうのは全員携帯電話持つてますの

でね,電話で確認できるところは電話で ,そ うでないと

ころはすべて,自分の担当したお客様のおうちというこ

とで,回 りだしたのは 17日当日からなんです。

一何人くらいですか。

現地には 1週間後に 3300名 です。 17日現在どうだ

ったかというのは把握 しきれておりません。もう皆,朝

早くですので,自宅から出ておりますので。ですから 1

週間後に 3300名 ,それから 2月 に入りまして 5000

名の体制でした。

一確認の作業はいつ頃まで続いたんですか ?

1月末で―応全棟の確認を終えてますね。全棟 29692

棟です。

一一番最初は,積水さんの方から顧客の方に連絡をと

るという形ですか。

そうですね。

一お客さんのほうから会社に対する問い合わせなり連

絡は。

それはこざいました。ただ 3万戸近くですので ,順番

の問題もありますので=お客様のほうもなかなか電話が

通じなかつたので ,特 に最初の 1週間つていうのはほと

んど電話が通じなかつた状況ですので。

おかげさまで当社の場合は全半壊つていうのがありま

せんでしたのでね。火災で 11棟やらねたようですけど

も :倒壊 した建物はなかつたので ,お住みいただく分に

は特に不自由なくて ,割合軽微な損害だつたんですよ。

軽微な損害が 2783棟。要するに横の家が倒れ掛かつて
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きて外壁を潰されたとか,瓦屋根がずれたとか,そうい

つた割合軽微なものでしたので,そ ういうことであれ

ば:周 りの状況に比べますと厳しさが違いますので,1

週間後でもいいだろうということだつたのではないだろ

うかと思いますね。

家が回転する

一その次は,ど ういう対応をされたんですか。

その次は復旧ですね。F05題はですね,地盤の移動のあ

ったところ,これがけつこう厄介なんですよね。たとえ

ば,一番わかりやすいところだつたら芦屋浜。あそこは

液状化現象が起こりまして,みんな家が傾いてるんです

よね。そねで,対角線上で 10セ ンチくらいのレベル差

[高低の差]であれば,お住まいになつてる方はあまり気

づかれないです。ところがあそこは 40センチくらい落

ちてますからね,家の中で斜めになつてる。これは去年

いつぱいくらいかかりましたよ1復旧に。そういうふう

なものが 133棟だつたかな。

一そのチェックは最初の lヶ月くらいで済んでいたん

ですか。

もちろん済んでました。

一そうすると次は修理というか,手を力日えて戻す作業

をされたんですか。

戻す作業です。それが長引く:け つこう大工事になり

ますのでね。パイル [杭]を 20本 ,30本 を打ち込ん

で,ジャッキで家を持ち上げて,人工基礎を入れて埋め

戻すということをやりますので,長いものですと 2ヶ 月

以上かかります。

一それでも 2ヶ月で終わりますか。

|ま しヽ。

一それも大体去年中に終わつたんですか。

はい,去年中に終わつております。こういうのもある

んです。 [宝塚市]仁川の,崖なんかが土砂崩れで落ちた

ところで,地盤が平行移動してましてね,家が 30度く

らいグルッと回転してるんです。

一家の真下で地盤が崩れて,家が回転するわけですか。

家が回転するんです。お客様がどうしようかという話

になつたんですよ。元に戻すのは,2000万とか 3000

万とかのお金がかかるんですよね,地盤をまた補強して

とか,そのままの補強じやないですから。それでレベル

を測つてみますと,あまり傾いてないんですよね,その

家。本当にもう見事にグルッと回転してるんですね。水

道とかガスとかの配管はやられてるんですけども。それ

でお客様は「もうこのままでいい」と,「窓からの景色が

大分変わつたけどもかまわない」と。そういうのは手を



つけずに1室外配管だけを手直しするつていう,そ うい

うものもあります。

窓からみえる景色が変わるという経験。家屋 として

の被害がなかったことから生 じた事態であろうが,だ

れがそのような「被害」を予想 したであろうか。

軟弱地盤の国日本

一災害時の地盤の変化について,修復の技術的なマニ

ュアルはあったんですね。

あるんです。施工本部の方でね,こねはね,多分他メ

ーカーさんはちょつと対応できない。当社には軟弱地盤

の研究チームがありまして。日本つてけつこう軟弱地盤

多いんですよ。たとえば,有名なところで言いますと ,

有明海の沿岸。あの辺は炭鉱もありますし,もともと軟

弱な地盤である。そねから福島の「バンブクレ」といっ

て,普通は不均等に落ちるんですが,逆に水を含んで土

地が盛り上がるんですね。それからあとは,諏訪湖の周

辺。これも有名な軟弱地盤で,家を建てても傾くものと

皆さん思つておられるんですよ。だからそのための専門

のチームがありましてね,彼らがこういうふうな「のり」

[地面の傾斜]だつたら,こ ういうふうにパイルを打たな

いと,崖崩れの時に家がもたないというのを,ち ゃんと

マニュアル化して持つてますのでね。それで,け っこう

高くつくんですよ,そういう「のり」部分のものという

と。たとえばパイル打つものによつて 300万 とか400

万かかるんですね。お客様はノーサンキユーつて言われ

るんですよ:家が 2500万で,土地にまた 300万 とか

かかるのは。余談ですけど,地震の後はその話がすこく

やりやすくなつたみたいですけどね。やはりそういうふ

うにきちんとパイルを打つてあると,お隣りとかが皆 ド

サッといつてても,そ こだけもつてるんですね,う ちの

家だけ。地耐力 [地盤が荷重に耐える力]が 3キロ未満

であれば,そ ういう地盤補給をしないと,請負契約を結

びませんからね。そういうふうな一定の技術基準を持つ

てたわけですよ。だから害」合被害が軽微であつた。

一そうすると,積水さんの専門のかたから見て,予想

できないような事態は 1つもなかったんですか。

いや,正直言いますとね,たとえば阪神高速が倒れて

ね,その横で築後 30年のプレ八ブの当社のアパー トが

もつてるということを,技術的に説明しろと言われても

できないつて言つてましたね。

一逆にね。

逆に。予測はできる,多分軽かつたんだろう,と。し

なやかに動いたんだろう,と。それで限界値というの
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が,ああいう「ゴウ構造」の建築物つていうのは。

一ゴウというのは「剛」

「かたい」ですね。要するに,限界値を超えると折れた

り倒れたりするけど,こ ういう住宅のような軽い建物 |よ

害」合揺れるんですよね。揺らして力を分散させるという

ことで強かつたんであろう,ということまでしか分かつ

てないんです。それをやるために,今継続中なんですけ

ども,当社の社員の家を 2棟潰しましてね:ど ういう力

がかかって,ど うなつたかつていうのを今調べてるんで

すよ。

一漬すつていうのは,解体してつてことですか。

解体して。

―被害を受けられた,阪神FB5の。

阪神間の。当社の社員もけつこう住んでたんです。外

壁とか全部はずしていきましてね。ブレースつていつて

「筋交い」がありますね,そのブレースのたわみがど祖ぐ

らいまで本当にたわんだのか,とか。基礎のところが ,

コーナーのところがやつぱりやられるわけですよね。そ

れでそのコーナーにやられたところで,どの程度の力が

加わつたか,とか。それからそのブレースをそのまま取

ってみて,破断面を調査して,破断面つていつても,そ

んな断裂はしてないんですけども,曲げ強度が急激にか

かつて落としてるつていうのが,専門家が見るとわかる

らしいんですよ。そういうふうな調査を今やつてるとこ

ろです。

計算 されない事態が生 じたという意味では,地震は

新たな研究材料をもらたしたということになる。いい

意味でもよくない意味においても。

家を建てる

「早く建ててくれ」

一とりあえず確認と復旧まではほぼ済んだということ

ですね。

ええ ,そ うですね。今は何かと言いますとね,夏ぐら

いからは完全に復興です。演れちゃつた家をどうやつて

建てていくか,という 。一 。

一それは去年 [1995年]の夏からですか。

受注はやつぱり立ち上がりは早かつたですね ,も う 2

月くらいからお客様のかたが来られてました。だけれど

も,当社のほうが対応しませんでした。2月 はもう復旧

工事の方に全精力を傾けましたので。

一―既存の 3万棟を優先して,ということですね。

はい。やつぱりお客様のところに,ま あ俗に言わねる
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ライフラインが寸断されてましたんで,いろんなものを

運んでますからね。そういうのでも手が足りないですか

ら。3月 くらいからですね,受注が入つてきましたの

は。受注状況の際立つたところと言いますとね,阪神地

区というのは,私どもの全国的な請負金額よりも=や は

り高級住宅地ということで,請負金額が若干高い地域な

んですね。当社の請負金額の平均が 2700万くらいなん

です,全国で。阪神地域の,特に六甲の山の手の方にな

りますと,平均価格が 3400万くらいに。ところが 3月

の受注の立ち上がりの時というのは,は つきり言つても

うなんでもいい,と。早く建ててくれ,と。

一いくらでもいいから。

いくらでもつてことはないんですけども,なんでもい

いから早く建ててくれ,と。それで,大きいのを建てる

よりも,必要最小限のものを建てておいたほうが早く建

つだろう,と思われたんだと思いますね。2200か ら

2300万 くらいに平均価格が ドーンと落ちましたね。

1000万くらい落ちております。

一積水さんとしてはお客さんの要望に合わせるつてい

うことですよね。

そうです。完全に私どもは注文住宅ですけども:当時

はやはリパッケージ商品という形で,ま ぁ土地に収まれ

ばいいや,と。普通,お客様と折衝を始めまして,契約

までというのは短くても lヶ 月くらいかかるんですよ

ね。たとえば小さなことですけど,カーペットの色は何

にするか,壁紙は何を貼るか,キ ッチンは,シ ステムキ

ッチンはどういうシステムキッチンを入れようかつてい

う,そ ういうことを詰めていくとやはり 1ケ月くらいか

かるわけですよね。ところが,当時はね,1週間とか 2

週間で契約です。お客様の方も,「積水の標準仕様だつた

ら,そんな変なものないだろう」と。「もう一応標準仕様

でやってくれ」と。「八ンコつくから」と。そのかわり早

くつくね」と。そういう状況だつたんですね。

要するにお金の問題

一その後の需要は。

ピークは 6月 くらいでしたね。マスコミにはあまり言

つてないんですけども,6月なんかは前年同月比で 5,6

倍くらいいつたでしょう。実際に工事にかかれたのは 5

月からです。もう交通がどうしようもなかつたですから

ね。5月 になつてやつと着工できましたね。

一月ことに単価は上がつていつたんですか。

6月 くらいまではそんなに目立った動きはなかつたん

ですが,夏ころになってまいりますとね=やはりまぁ精

神的にも落ち着かれて:も う 1回大きいのが来たらダメ
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だとか,ということで害」合,普通の契約に近づいてきて

おります。それでもまだ元には戻つてないです。今でも

2800万くらいですからね。

一僕のイメージとして持つてるのは,いろんな意味で

資産なり所得が多い人たちよりは,中層なり低所得

の方のところでの新築というのが多いのかな,と。

これもね,いろいろありまして:最初に立ち上がった

つていうのが,3月 くらいから受注に上がつていつたの

は,ま ぁ俗に言われる中産階級と思つているわれわれぐ

らいのサラリーマンぐらいの層ですね,と りあえず ,

と。ところがね,これはね,要するにお金との問題です

ね。去年の 3月 の時点で,フ ァイナンスがきかない方

は,1年後もファイナンスきかないんですよ。手元資金

をお持ちであるか,または:年齢がまだお若くて借入が

できるかとか。これができなければ,今でもやはり資金

繰りというのは悪いはずですから。そういう方々で,わ

りあい小さな家をすぐ建ててほしいつて方から立ち上が

つてきたのは確かです。夏以降はもう少し高額所得者

が,ゆ っくり。大体高額所得者というのはお住まいにな

つてるところがなくなつても,セカンド八ウスをどつか

にお持ちなんですね。どこどこのマンシ∃ンであると

か。もつとお金持ちだつたら,た とえばここ [大阪 。梅

田]のウェスティン [ホテル]なんか 2ヶ 月くらいお住

みになつてた方おられるんですね。夏すぎてもまだおら

ねる方。そういうものすこいお金持ちは,ものすこくじ

つくり考えるんですね。たとえば当社なんかでも19月

かな,受注したのは。建物だけで 1億 8000万です。全

額キャッシュです。そういうふうなものが夏過ぎから出

だしたんです。これはもうホントに,こんな地震でも大

丈夫な,大きないい家を建てようというかた。これが今

も続いてるんです。

-6月がピークで,その前後は。

同じようなものです。だから6月 がピークですね。今

はピークアウトしましてね。夏過ぎになつてきてピーク

アウトして,今年の 1月 で大体,戸建住宅で去年の倍で

すね。

―それでも。

そうです。まだ高水準ということです。

一まだ続きますかね。

どうでしょうかね。今年は消費税の導入等があります

のでね:9月 くらいまでは続くんじゃないでしょうか。

一新築では,積水さんのような形の戸建が多いんです

よね。

あのね,鉄骨プレ八ブがね,事実として残つてるんで

すよね。だからやつぱりね,残つてる家が大体避難所に
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なってるんですよ。体育館だとか,ああいうS、うな所で

ちょつと耐えられないお年寄りだとか,赤ちゃんだとか

つていうのは,大抵そういう残つた家の 1階を開放して

寝床を作つてあげたりとかっていうことはやつてました

よね。その会話の中でどこで作つたのつて話になるわけ

ですよね。そうすると今の西宮から神戸みたいに,ど う

もある特定のメーカーの現場が目立つという状況になつ

てますよね。

一積水さん以外で同じような工法のシェアつてどうい

う感じなんですか。

全部のシェアでみますと,当社がおかげさまで トップ

なんですけどね。ブレ八ブメーカーはほとんど鉄骨系な

んです。木質系つていつたらミサワホームさんくらい。

コンクリー ト系というのもあるんですけど,これは中層

で大成 [建設]のパルコンとか国土 [建設]の ビーコン

といつた ,ち ょつと種類の違う,市営住宅だとか,4階

建てとか 5階建てとかの中層の建物になりますので,プ

レ八ブって言えばもうほとんど鉄骨系です。ただ,鉄の

組み方が違うんですけれどもね。ラーメンであつたリユ

ニバーサルジョイン トであつたりとか ,し ろヽんな組み方

が違うんですけれども ,戸建では当社が トップですね。

その次は積水化学のセキスイ八イムという商品。ユニッ

ト八ウスつていうね,箱型を工場で作つてしまうつてい

う工法ですね。積水化学ですね,2位は。それからダイ

ワ八ウス,ナ シ∃ナル住宅といったところだと思いま

す。

一比率は。

当社が全国のシェアで 6パーセン トくらいなんです。

これは難しいんですよね ,アパー トなんかのシェアも入

つてしまいますのでね。アパー トも入れるとダイワさん

で 3.5とかそれくらいじゃないでしょうか。

一それが震災後の阪神間の比率では。

ブレ八ブの全国のシェアが 16パーセン トくらいなん

です。阪神 FB5のシェアは 30パーセントを越えてます。

一その中で積水さんは。

大体 ,[建築]確認申請の出てる 1害」ぐらいが当社の物

件です。だから 10棟に 1棟が当社。

一大体どこ見てもこのマーク (笑 )

そうなんですよね。大変なんですよ,現場力や1亡 しくて。

土地と資金があってはじめて住宅を建てることがで

きるという当然の事実。しかし,改めてそう指摘され

ると,「現実」というもののもっている力が,大災害

の時でも, きわめて大きいものであるということに圧

倒される。

職人を集める

そして,一方,家 を建てるほうは,こ の特別な需要

に応えないといけない。

一どういう形でこなしているんですか。

近畿圏の職人さんとか現場の施工担当者つていうのは

3000名強だつたんですよ。それを全国から応援求めま

して,5000名 強にもつていつてます。住宅を作るつて

いうのはね,ただ人が集まればいいんじゃなくて,大工

さんがいるわけですよね。要するに熟練工がしヽるわけで

すよ。こねを 1500名 とか 1600名を集められるのは

多分当社 しかないでしょう。全国に下請けの直系の子会

社,100パ ーセン トの子会社を持つてましてね,積和建

設という,そ こからチームで来てもらつてるんですよ。

このチームが来ねば家が 1棟建つという,5人くらいの

チームなんですけねど。

一いつからそういう体制なんですか。

6月 くらいに 1000名体制 ,応援だけで。それでも足

らないということで,1500名 にしたのが盆明けだつた

と思います。8月の下旬ですね。宿舎を作らないといけ

ないので 21ヶ所作りました。

一作るというのは建設されたんですか。

借地して,当社のアパー トを建てちゃうんですよ。昔

みたいに雑魚寝 じゃなくて今はみんな個室ですからね ,

バス トイレつきの。

一全国から 5人単位くらいの応援のチームが来られ

て ,まかなえてるんですか。

本当は足らないですけども,ち ょつとそれ以上はね ,

はつきり言つて送り出す方も大変ですから。

一すると,通常よりも工期は長い。

長めにはいただいています。ただね ,工事が始まりま

すとね,非常に現場の士気は高いんですよ。われわれも

何かに役立っているんだといつたことで。たとえばお客

様に 4ヶ月の工期をもらって 2ヶ月くらいであがつてし

まうとかね。まぁ遊ぶところもないですしね。土日休ん

でくれていいつて言つてるんですけども ,早 く仕上げて

早く帰ろうつていうような気持ちもあるのかもわからな

いです。

一チーム単位でスケジュールが決まつてるんですか。

そうです。阪神地区をブロックに分けましてね ,こ こ

は東北プロジェク トがやりなさい,こ こは東京プロジエ

ク トがやりなさい,こ こは中部第 1プロジェク ト,第 2

プロジェク トと,分けてあるんですよ。そこのところに

下の傘下の積和建設が ドーンと入るわけですよ。車で 20

分も走ると,積和建設つていう会社のナンバープレー ト
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が全国から来てますよ。工程管理は,―応当社の現場監

督が工程管理するんですけども,ただまぁああいう状況

でしたから,職人さんが本当によく働くんですよ。休み

に宿舎で寝てても仕方がないと。月に 2回は帰つてもら

つてるんですよ。

一こ自宅に。

ええ。大工さんというのは,そんな飯場に泊まつて大

工仕事をするつていう経験はないですからね。ゼネコン

の職人さんは,た とえば橋ができるまでとかビルが建つ

まではここに泊まるということはありますけどもね。

一コストは。

全部会社の負担です。

一そうなんですか 。・・

お客さんに「あなたのは長崎の大工さんが作るから負

担しろ」とは言えないですもん。

局地的な地震, しか し,その影響は,家 を作るとい

う意味では,全国に及んだということである。

仮設住宅を作る

さらに,こ の住宅メーカーは仮設住宅 も作 ってい

る。

仮設住宅も当社はもちろん作りましたけどね。

一仮設も。

600作 りましたよ。どうやつて作つたかというと,う

ちは仮設住宅のラインを持つてませんので,アパー トの

2階部分ばつかり作つて,そのままドンドンて置いてい

つたんですよ。だからすこくグレー ド高いですよ。もの

すこくグレー ド高いです。普通の仮設にお住まいの方

と,当社とか:ま ぁ他でも積水化学もアパー トの 2階部

分を仮設住宅に転用したというのが建つてるところは ,

断熱性とかそういうふうなところが全然違いますから

ね。

一仮設の受注はどういう形で来たんですか。

元々あねは厚生省なんですよね。厚生省は建物のこと

は何にもわからないから建設省に頼む。建設省は自前で

何もできないからブレ八ブ建築協会という業界団体に頼

んで。業界団体でもやねる会社とやれない会社があるわ

けですよね。ああいう現場事務所のような仮設専門の業

者さんがおられるんですよ。

一あねは通常は,建築現場の作業員の方の仮の宿舎な

んですか。

そうです。2年か 3年経つと解体して持ち帰るわけで

すよ。そねでまた次の現場で使うというシステムなんで
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すよね。ところがわれわれは,同 じプレ八ブという名前

は冠しておりますけども,も う完全にモノが違しヽますか

ら。作り方も違いますし。どうしようか ,ということに

なつて。でも間に合わないわけですから。そういう業者

さんつていうのは大体月の生産量つていつたら 50棟か

ら 60棟つていうペースですからね ,とてもとても。

-1社の生産量がです力`。

はい,1社の。

一何社くらいあるんですか ?

小さなところまでいきますとね,20社 30社あるんで

すけども:その会社が仙台にあつても何の役にも立ちま

せんものね。

一ある程度近くにないと。

そういうことですよね。だから結果的にはわれわれも

応援をするということになって,発注金額も決まらず

に,ど こに建てるかも決まらずに,600戸 建ててくれ
=

と依頼だけきてたんです。

一まず戸数だけ。

工場はすぐにラインを変更して,600戸 なんて急に ド

ンときたら大変ですから,す ぐにラインを変更して作り

出すんですが:場所が決まらないでしょう,ど こに建て

ていいのかつていうのが。当然職人さんも手配しないと

いけない,600戸 ほど建てるための職人さんの宿舎も確

保しないといけない。あの時が一番大変でしたね。

-26平米でしたつけ。

そうですね,大体。当社のはちょつと広いですけどね。

―災害時の仮設住宅の間取りとか広さなんてのは決ま

つてるんですか。

厚生省のリースをする仮設住宅の基準というのはある

んです。でもそんなものにわざわざ合わせてられないん

ですよね。だからあるものを持つて行つた。2Kの アパ

ー トの一室をつないでいるわけです。

一それで各棟が違うわけですね。

違うんです。

一流しがこつち向いてるとか向いてなかつたりとか。

当時は,基本的にはホテルと同じようにバス トイレー

体化したユニットバスを使うということが,標準仕様な

んですけども,当社の場合はバスと トイレ別です。―緒

のユニット作つてる方が時間かかりますから。窓のサッ

シなんかでも,当社は 6型サッシといつてね ,ブラック

の分厚いエアタイ トのサッシなんですよ。普通の住宅に

使つてるはるかに高級なやつが付いているんです。

一積水さんのに入れた人は大分居心地が違うんですね。

違うと思いますよ。普通の仕様と違うのは壁ですね。

壁紙なんか貼つてる時間はありませんでしたのでね,ボ
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一 ドを張つて,そのままペンキ塗りです。

アパートの2階部分が「仮設住宅」となった。いろ

いろなメーカーからさまざまな「家」が供給されたと

いう意味でも,「応急仮設住宅」なのであった。

安全な家

再び,住宅建設に話は戻る。

一スケジュール以外に通常の建て方と違う点はありま

すか。

それはないです。すべて同じだと思います。こういう

お話の方がいいのかもしれませんけど,普通ね,設計が

終わつて契約しますね。契約が終わつたあとも色合わせ

つていうのをやるんですね。本来,設計の段階でやるん

ですけども,も う 1度確認のために。色合わせというの

はどういうことかと言うと,たとえばお嬢様のお部屋の

壁の色はどうする,床の色はどうする,カーテンはどう

する,というような,そ ういうふうな色合わせする部屋

があるんです。そのサンプルがいっぱい並んでまして

ね。そこでの会話つていうのは大変夢のある話なんです

よ。もうあと数ヶ月したら私の部屋ができる,家もでき

るということで,みんなキャッキャして,あれがいい ,

これがいいけど高すぎるとか,そ ういう話題が出る部屋

なんですよ。ところが震災後のオーダーの時にはね,ま

ずこれは「不燃」,燃えないものなのか,ということから

始まって,間取りのところにまた戻つて,「おばあちゃん

はやつぱり玄関に近い方がいい」とか,「子供の部屋は 2

階だけねども,2階の窓はもっと大きくしとかないと ,

もしも階段が壊れたりとかした時に脱出できない」と

か,会話が全然違つてるんです。おかげさまで積水八ウ

スの家は壊れない,潰れないということがわかったんだ

けれども,それ以上にあと何が自分たちでできるか。タ

ンスとか仏壇の下敷きになつて亡くなられた不幸な方が

おられるわけですよね。そのためには,ということでわ

れわれが提案申し上げているのは,は っきり言えば物置

部屋,かつこよく言えばウォークインクローゼット。家

具は,できるだけそういうお部屋に入れられて,も しも

ダメージを家具に受けておられるんだったら,今家具の

買い増しはしないでください,作り付けの家具にされた

方がいいです。そういうかたが多いですし,そ ういうォ

ーダーも多いです。

一それが積水さんのほうが積極的に言われてる部分で

すか。

そうですね。やつばり作り付けの家具の方が本当に安

全ですし,室内デザインもすつきりしますのでね。

―それは建物自身の設計や工程には影響しないのです

か 。

影響しないですね。着工直前に言わねて設計変更とい

うことになると困りますけども,契約段階でそういうこ

とがしつかり決まつていれば,当社としては問題ないで

す。

一ほかにお客さんの方からの,これまでになかったよ

うな依頼なり問い合わせとかいうのはありますか。

先ほど言いましたようにね,地盤のことについて,新

しい新規のお客様で,地盤にこれだけお金をかけてもら

わないと困りますというのが,それほどトラブル無しに

スッと通りますね。もうお見せしますからね。「ここでは

パイルを 40本打ちましたと。費用がいくらくらいかか

ります」と。「でもお隣を見てください」と。もう歴然と

してますからね。自分の土地がなくなつてしまってるよ

うな状態のところもあるわけですから。だからそういう

ふうな八ッキリ言つて契約のお金の揉め事が少なくなつ

たというのが,ひ とつの特徴ですね。これは被災地域だ

けじゃなくて,た とえば東京とか神奈川。「次はこつち

だ」ということで。それから,宮城沖地震 [1978年 ]。

あの時もね,プレ八ブのシェアが 6ヶ月だけでポーンと

跳ね上がったんですよ。で,また元に戻つたんです。

一戻つたんですか。

なぜかと言いますとね,やはり価格に反映されてる部

分があるんですよ。で,プレ八ブは高いのか安いのかと

言われますとね,プレ八ブ住宅,それから住宅そのもの

の性能というのが非常に測りにくいものですからね,こ

れが難しい。どこのプレ八ブメーカーの人間も「同じ性

能であればプレ八ブは害」安ですよ」と,こ ういう持つて

回つた説明の仕方しかできないんですよ。同じ広さのも

のを地元の工務店さんが作つたのと,積水八ウスの商品

とだつたら,これは積水八ウスの商品の方が高いです。

平米数を確保するということだけが基準だと。なぜかと

いうと,われわれも断熱基準とかつていうのをきっちり

守りますのでね。そういう部分での値段差がある。そう

すると,最後に価格というのが問題になつてくる方はい

つぱいおられるわけですよね。少しでも安く建てたい。

そうなつてくると,在来の木造になる可能性が高いわけ

ですよ。何百年に 1度の直下型地震だとか干年に 1度の

直下型地震だつて言われ方したでしょう。「俺はそんなに

運は悪くないだろう」と。「1回経験したら」というふう

にもなるんじゃないかな。ただ,今回は宮城沖地震より

もはるかに規模も大きいし,被害も大きいし,イ ンパク

トも当然強かつたわけですから,1年半や 2年くらいは
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そういう影響というのがあると思いますね。宮城のよう

に 6ヶ月で終わるということはなかつたです。

-6ヶ月で終わつたんですか。

6ヶ月ですね。確認申請の出てる状況を見ますと。喉

元過ぎれば,というところですかね。

土地 と資金が用意できる人たちだけが住宅を建てる

ことができる。そ して,時間がたてば,価格 というも

のが選択の基準 となる。たとえ 6ケ 月ではなく 1年半

や 2年であっても,地震の影響 というものは,局地的

であると同時に,「短期間」のものでもあるのだ。

ボランテイア活動

六甲アイランド

ー企業活動ではない部分,無償の活動というのはどう

いうことをされてたんですか。

食料,水 ,毛布といつたようなものは 17日の夜から

どんどん送つていつてました,神戸方面へ。

一具体的にはどこを目指して。

最初は六甲アイランド,当社が作りましたんでね。あ

そこを目指したんですけども。あそこだけで 15万食ぐ

らい送りましたかね。その後は各地の避難所あります

ね,それと被災地域に当社の営業所とか支店があります

ので,そ こへ運び込んで「自由に持つて帰つてください」

と。

-15万食というのはどうやつて手に入れらねたんです

か?

最初は [大阪]市内の給食屋さんとかをね,押 さえて

たんですけど,全部行政に召し上げられてしまいまして

ね,結局ちよつとつながりのあつた奈良と東大阪の給食

屋さんに,も う24時間フルで作つてもらいました,お

にぎりを。

一それはどういう発案だつたんでしようか。マニユア

ルにはないことですよね。

あの時はね,社長は 17日の 10時 ぐらいには会社着

きましたんでね。9時ぐらいだつたかな。要するにお金

の決済は後でいい,ということになつたんですよ。現場

で今必要な物を調達しよう,と。現場だけでは当然物は

ないですからね。そうすると本社から持つて行く。大阪

の中ではけつこうスーパーマーケットなんか行つたら何

でもあるわけですよね。阪神電車の着くところはちよつ

と品不足になつてましたけど。少し離れれば,なんでも

物がある状態でしたから。従業員が自分のお金で最初は

買つていつて,領収書で会社の金もらつて,ということ

で。それで物資を積み上げて,私どもは当然ながら運送

会社ともおつきあいがありますから。

一それは,お客さんに,という形ではなく。

お客様にももちろんしました。基本的に営業所とか展

示場なんかに物資を持ち込んだのは,そ こを基点とし

て:お客様をこ訪間する時に,たとえばペットボ トルの

1本でもお持ちするように,という意味で持つて行つた

んですけども,そんなにたくさんいらないですからね。

ですから困つておられる方がおられたら全部その場でお

渡しするということです。

一どねぐらい続けておられたんですか?

あれはけつこう長かつたですよ。3月 に行つた時にま

だ「こ自由にお持ち帰りください」つて書いてましたか

らねえ。食料があるんだけれども分配できてないという

時期がありましたでしょう。あの頃は重宝してたみたい

ですけども,その後は大体置いといても腐らないような

ものばかり置いてますからね。オムツだとか,二次的な

必需品と言いますかね。

一この近辺の大企業は,多かれ少なかれそういうこと

やってたんですか。

全部やつてますよ。名の知れたところは全部やつて

る。それから人的なボランティアもかなりやつてると思

いますよ。当社でもね,最初の土曜日は 150名ほど出ま

したね。なるべく遠いところへ行こう,と。あの時確か

西宮北□までしか電車が通つてなかつたので,ひとつに

は被災した社員の家に物を持つて行つてやろうというこ

とから始まつたんですけども,そ ういつて「ここだけ持

つて来ました」というわけにもいきませんのでね。一番

遠くまで行つたやつは,長田の向こうの須磨に近いとこ

ろまで行つたみたいですよ。

一会社内でどなたか旗振りというか,リ ーダーシップ

とられたんですか ?

本社ではある役員が言い出しつぺですね。これは役員

の地位で言つたんじゃなくて「持つて行つてやろうや」

ということだつたと記憶しています。ある事業所はも

う,その事業所長の,会社の命令で「応援に行け」と。

一何人かの方が応援に行けるような状況だつたんです

か。通常の仕事をやる状況ではなかつたんですか。

ほったらかしです。ただまぁ私どもは,ち ょつと本社

の総務の要員ですからね,現場を離れるわけにはいきま

せんでしたので。こちらにもやはり連絡要員がいります

からね。「何々が足らない」ということを手配しないとい

けないということがありましたので,ですから割合その

時には,持ち場が大体,自 ずから決まつてしまうんです

ね。元気のいいやつはトラック乗つて走つていきました
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しね。リュックをかついで走つていくやつもいてました

し。本社でできることっていったら,「今バイクがいる」

つていつたら,取引先のヤマ八に頼んで,「もう何でもい

いから,と りあえずあるだけ在庫をくれ」と。それで 200

台とかね。「携帯電話が足らない」と。関西でも急激にな

くなったんですね。だから東京支社で 500台取つて,持

つて来てもらう。そういうことはあります。復旧本部つ

ていうのはこちらの方で作つて,本社にあるんですけど

も,東京でも復興本部も作つてるんです,後方支援のた

めに。一番最初になくなつたのはね,シー トなんですよ

ね,ブルーシー ト。大体何が足らなくなるかつていうの

は,現場を監督しとるやつの親玉みたいなのがこっちに

いますからね,わかるわけですよね。希望とか,テ レビ

で見てる状況,それから台風なんかの時に何がいるかと

いう,そ したらもう,当社なんかの場合だつたら,関西

ではおさえられないつていうのはわかつてますから,東

京支社に頼むんですよ。そしたら関東―円のをおさえる

わけです。だから,ブルーシー トなんかも手配は早かつ

たですね。

やつてることつて言うのはね,人間のやつてることで

すから,害」合小さなことしかやつてないと思うんです

よ。ところがやっぱりその量が増えますとね,本 になつ

て出てるんですけど,『私に権限を下さい』つていう本に

なってね,六甲アイランドのかたが書いておられるんで

すけどね,その中に当社の社員がどういう動きをしたっ

ていうのがちょつと入つてるんですよ。

水の供給

―今は,そ ういう形の救援活動は終わつてるわけです

よね?

はい,そうですね。

―いつ頃までですか,細かいのも入れて。

基本的にはね,ライフラインが回復するまでは続けて

おりましたね。水だけ|よ どうしようもないですからね。

しかもその,飲料水だけじゃなくって 。・・

一生活用水。

生活用水。トイレがね,みんな水洗ですからね。あれ

は大変でしたね。だんだん経ってきますと,お風呂がど

うのだとかいろいろなつてきますでしょう。だから六甲

アイランドには,海水の淡水化のプラントを積んだ トラ

ックを運びました。日本に 1台しかないんですけども。

―そねは,どういう形で手配されたんですか。

竹中工務店さんと当社とで,たまたま共通に知つてい

るところが保有してたんですよ。向こうもこういうとき

にはこれは必要だということがわかってて,す ぐいける

ようにスタンバイしててくれましてね。あねは確か船で

出たんじゃないかな。

一かなり早い時期ですか。

そうですね。なぜそこに入れたかと言いますとね,も

ちろん六甲アイランドには 1万 5千人もお住まいですか

ら,その水も必要なんですけど,その頃はね,六甲アイ

ランド病院つていうのがね,神戸市でまともに生きてる

ただ 1つの病院だつたんですよ。そこだけしかね,あ

の,なんて言うんですかね,腎臓病の方の 。・・

一人工透析。

人工透析。あれは,ものすこく水がいるんですよね。

そのために持つて行つて。でもキャパ大きすぎて余るん

ですよね。そねを飲料水に。

―そんなでかい機械なんですか?

僕はね,最後まで写真でしか見てないんですけども ,

要するに大型トラック 1台にもう 1つサブで 1台付くと

いうのでワンセットみたいなんです。

一それは緊急時のためにスタンバイしてたんですか?

らしいです。

一そんな大きなものを常時使うような場所はなかつた

んですかね。

神奈川かどつかの会社が持つておられたんです。

マニュアルのない対応

あと,災害時のことで非常に勉強になったのは,六甲

アイランドに P&Gの極東本部があるんですよ。あそこ

の動きがね,危機管理が徹底してましたね。やっぱり

ね,彼らにとって危機管理は戦争なんですよ。1分 1秒

のこと考えてますからね。島内脱出,あそこは橋はあつ

たんで別に問題はなかつたんですけど,いつでも脱出は

できたんですけど,―番最初にクルーザー手配したのは

P&Gで したね。

一どこかで,そ ういうことを念頭においてるかどうか

で,対応が全然違つたんでしょうね。

動きの早いつていうのは,関西系の大手の企業はみん

な害」合早かつたと思いますよ。特に歴史のある企業は。

被災地域にけっこう従業員も抱えてますからね。

一大企業のかたはすぐにみんな出社して,交通手段が

ない時にみんな歩いて出勤されましたよね。

ええ。私は市内ですからダメージなかつたんですけ

ど,私でもフ時前には会社に来ましたからね。当社なん

かでも,寮が [大阪府]茨木 [市]と かね,いろんなと

ころにあるんですけども,当然交通手段は全部ダメです

よね。公共の交通手段は。車で来たら何時間かかるかわ

からないですよね。それでおもしろかったのが,おもし
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ろしヽつて言つたら怒るかもしれないですけども,まだ入

社して 2年か 3年くらいなんですけども,「電車が止ま

って行けません」つて。答えはなんだつたと思います?

われわれの答えは。

一「どんな方法でも」。

そうです。「なんとかして来い」で終わりですよ。その

へんは八ッキリ言いますから。彼は何で来たんだつたか

な,自転車で来たんかな。2時間くらいかけて。来ると

き|よいいんですけども,帰 りが怖かつたんですね。帰り

もやつぱり自転車で帰らないといけないでしよう。暗い

ですしね。まあ,割合そういう意味では,う ちの会社だ

けのことで言いますと,体育会系の会社みたいなところ

がありますね。出社できない者は,現地で出社させまし

た。だから本社の人間なんだけども,阪神営業所に出社

したりとか,六甲アイランドに住んでるのであねば,六

甲アイランドで救援物資の配送をやつとけ,と。出てこ

んでもいい,と。出てきたら今度は帰れないですから。

一救援物資の配送も,仕事なようで仕事でなくて,な

おかつ業務みたいな。

そうですね。扱いとしては出勤の扱いにしましたから

ね。六甲アイランドにね,百数十名うちの社員が住んで

おつたんですけどね,特に総務の人間なんか最初の 3日

間寝てないでしょう。そういう話をしてましたね。

一その後,社員の意識つていうのはなんか変わつたこ

ととかあるんですか。

僕思つたのはね,た とえばマニユアル作ろうとかいう

話になるのかな,と。僕は嫌いなんですけどね,マニユ

アルつていうのは。この前も雑談で話してたんですけど

も,「なんとかうまいことできたやん」と。自分が考えら

れる最大限の行動をすれば,マニユアルなんかがあるよ

りも,現場主義に徹した方が,結構うまくいく,という

ふうなところで,落ち着いたんですね。今でもマニユア

ル作ろうという話ないです。大体総務なんてマニユアル

作り大好きでしよ,それが全然する気ないですもんね。

マニユアルがあつても,あるものを想定してのマニユア

ルですから,それが外れるとか,それよりも上のものが

起こつたら何の役にも立ちませんから。基本的なところ

だけ。どこかに所在を連絡しろということだけあれば :

それでいいのかな,と。

一テレビなんかで見てるだけですけども,いわゆるボ

ランテイア活動,個人ベースなり,あるいは企業ベ

ースでする会社があるようですが:そ ういう話はあ

りますか。

当社の場合は遅ねてまして,まだボランテイア体暇と

かそういうものはこざいません。ただ,今回の救援物資
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を足で運ばなければならないと,六甲アイランドで救援

活動でスタッフとして働かないといけないつていうの

は,完全に有給でやらしてます。

一それもマニュアルなり,年間何日とか決めない方が

やりやすい。

人事はね「そういう規定がないです」とか,わ けのわ

からんことを言い出すわけですよ。「だから,特例だつ

て,それでいいじやない」つて (笑 )。 こんなときにはこ

ういう風にするつていうことが,人事も好きですから

ね,そ ういう規定作るの。現場に権限と,ま ぁ権限はお

金も含めてですね,人を使えるという権限を与えてやれ

ば,そんなにおかしなことにはならないんじゃないです

か。むしろそういう責任があると感じてくれたほうが ,

物事つてうまくいきますからね。お客様の家に 17日 と

か 18日 とかに行つたら,お客様がね,まず最初は「よ

く来てくねた」よりも前に「どうしたの」つて間かれる

んですつて。こんなときに営業の人間が来ると思つてお

られないんですよね。自分の家も被災してるはずなの

に,なんで客の家に先来てるんだ,という感覚の話があ

りましたねえ。

一こ家族の方の反応は,仕事なんだからっていうこと

だったんですか。

あのね,やつばりね!家 によつていろいろあると思い

ます,内 |｀青は,多分,ケースバイケースで。うちのお父

さん会社行くから 1週間戻つてこないつていう状態だつ

たですからね。その間,家はどうしたと思つてるの,と

かって。なんとかなつてるやんって。もともとお客様に

合わせて動かないといけないという会社ですからね。設

計の打合せをするのでも,旦那様がおられる時という

と,や つぱり夜であるとか,休みの日ということになり

ますのでね,家族も,理解があるとは言いません,諦め

てるんだろうな,と思います。それはあると思います。

一日常の延長線上にあるんですね。

家への信頼 ,そ して街づ くり

信頼ということ

あとね ,こねだけは言つておきたいのはねぇ,住宅メ

ーカーでも行儀の悪いメーカーがありましてね。壊れた

家と自分とこの建てた家の写真を撮つて ,こ つちの家は

潰れたけど,う ちの家はちやんと残つてますよ,と。

で ,チラシは作るわ,パネル展はするわ,ビデオまで作

っておられるメーカーがありましてね。あれはちょつ

と。今 ,復興して住宅建つてるのでも,けつこう手抜き

ありますからね。



―それはパッと見て分かるんですか。

わかることもあります。だから非常にひどいものだと

思います。僕らも本来の意味のプロではないですから

ね。六甲に展示場があるのこ存知ですか。あそこで地元

の工務店の作つた在来の建物が 2棟壊れてましたでし

ょ。あねはね完全に手抜きなんですよ。金具を止めるの

も,普通はネジ釘で 4箇所どめしないといけないものを

2箇所しかとまつてないとかね。筋交いの太さが規定の

3分の 1だとか。

一あれではつきり,ちゃんと作つてるかどうか分かり

ますよね。

地震がこないとわからないんですよね (笑 )。 このへん

が―番難しいところですよね。四六時中お客様がね,現

場の要員が作つていくのを見てても,手抜きなのかどう

かはわからないんですよ。元々の設計がね,耐震設計に

なつてるかどうかが,まずわからないですからね。

一結局どこまで追求しても,作 った側を信用するしか

ないんですね,素人には。

おつしゃるとおりです。そりゃお金をかけてね,現場

管理を設計事務所に任すというのはできることはできま

すけどね,やっぱり請負金額の 5パーセントから6パー

セントくらいの費用は取られますからね6

-逆に,金額が高いといいのか,みたいなこともあり

ますよね。

あのね,間違つたことがひとつあるんですよ。耐震性

能を上げるためには請負金額が 5パーセントくらい上が

りますよ,と。これはね,合つてる建物もあるんですけ

ども,少なくとも一般住宅ではそんなことあり得ないは

ずなんです。というのは,昭和 56年の建築基準法の改

正の基準にビッタリ合つて,なおかつ―番いいのは公庫

基準に合つてるもの,そういうふうなものがあれば,そ

れが備わつてる建物であれば,壊ねないんです。それを

建てないといけないことになつてるんです。それに「5

パーセント分構造の強いものを作るにはお金がかかりま

すよ」つていうのは,矛盾してますでしょ。今まで手抜

きしてたから5パーセント分上がるよつて言つてるわけ

ですよ。

一今まで 5パーセント手抜きしてましたつていうこと

ですね。

それを自由してるようなものですからね。ただマンシ

∃ンなんかはね,確かに免震構造にするとか,タ ンパー

[地盤を締め固める振動機]を入れるとかすると,5パー

セントくらい建築費は上がるんですよ。それをいいこと

に,―般住宅でも高くつきますわっていうのは,これは

ウソです。それが証拠に,当社の家は別に地震用に値上
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げする必要も何もないですからね。同じものを作ればい

いわけですから。

一それが,なかなかわかりませんよね。

家 と街づ くり

一プレ八ブ住宅がたくさん建つてるという意味では ,

前よりは耐震性のレベルが上がつた街になるんです

か,阪神間の街というのは,これから先。

耐震性という意味では上がりますよね。防災性という

意味ではよくわからない。火災であるとか,そういうふ

うなものを考えると,区画整理であるとか,そういうふ

うなことをしていかないと,また同じようなことが起こ

り得ると思いますね。

一地震に耐えるかどうかが防災の全てじゃないという

ことですか。

だと思いますね。

一住宅メーカーさんとしては,ど ういうぶ、うな位置付

けですか ?

やはりね,個別で努力してもダメなんですね。街とし

て考えないと。だから街づくりということで考えない

と,いくらやつても限界は害」合近いところにあると思い

ます。

一それは個々のメーカーさんの範囲を超えるわけです

力`。

今のところは,そ うでしょうね。たとえばね ,カ ナダ

なんかね ,隣の家に行くのに飛行機で飛んで行かないと

行けないところです。
｀
要するに 1つの家で完結させる ,

その電力エネルギーも自分で作る,水も自分でひいてく

る,と。こういう家を作れというのであれば,住宅メー

カーも出来ると思うんですよ。ところが社会生活をする

ためには街というものが絶対必要なわけですから=街づ

くりをするというのは,民間の問題じゃないと思います

ね。やつぱり行政だとか政治の問題だと思います。イン

フラも関わつてまいりますしね。

一そのあたりは業界として,行政なり政治の話にもつ

ていくみたいなことは。

何事もそうですけど,総論賛成 ,各論反対。だから復

興委員会の委員に当社の社長がなつているんですけど

ね ,まずお金の問題があります。それから個人の私の権

利 ,私権の問題 ,こ れで動かないんです。お金の問題

は,公のお金の問題と,個人のお金の問題と,両方の問

題で。それと権利の問題。これは,われわねがやつても

どうにもならないでしょうね。

一阪神間がどういう街になるかはあまり楽観も悲観も

できない。
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日本でも有数の高級住宅地を持 つてるわけですから

ね,今たとえば土地の値段つていうのは若干下がり気味

なんですね。でもこれがまた上がつてきて,またいい土

地だというふうな評価にすぐなると思うんです。そうな

ってきたときに,六麓荘であるとか,ああいうふうなも

のをイメージしたものを作つていけねばですけども,そ

れでもやつぱりお金の問題が絡んできます。

一―戸建てと集合住宅の比率は,変わりますよね。

今は一戸建て住宅 しか供給されてないです,基本的

に。行政の方の復興住宅というのはまだ動き出してませ

んので。だからどちらかと言うと,集合住宅系が増えて

いくと思います。とりあえずロットを稼がないといけま

せんからね。何年間の間に何万戸を作つていかないとい

けないわけですから。

一積水さんの対応つていうのは変わつてきたりするん

ですか。

基本的には復興住宅というのは行政の責任だと思つて

ますので ,対応が今のところ変わつてるということは ,

基本的にはないです。ただね ,ひ とつだけ西宮マリーナ

シティというのを当社やつておりましてね,あそこはア

ーバンリゾー トということで ,去年 [1995年]の 6月

に着工するはずだつたんですけども,こんな状態でアー

バンリゾー トもないということで ,全部復興住宅,3500

戸 ,そのうちの 1750戸を当社がやります。分譲マンシ

∃ンです。基本的にここではマージンとりません。ギリ

ギリ損をしない範囲でというところで,1750戸 を 3年

間で供給するということになりました。そ机ぐらいです

ね,今まともにお話しできるような,震災絡みでうちが

動くことになつたのは。

一基本的にはこれまでどおリキチンとしたものを建て

る,そ して ,そ ういう需要もあるということですか

ね。

ええ ,まだ今受注もいつぱい抱えてますからね ,で き

るだけ早く,去年 12月 までで 2182棟引渡ししたんで

すよ。お正月は新 しい家で,つ ていうのがあるんです

ね。次は 3月 なんですよ。学校 ,新学期は家に戻 りた

い。だからもう,今でもてんやわんやですよ。

一震災絡みの需要の後はどうなると思われますか。

へこんでいくんでしょうけども,なだらかな高水準で

あることは間違いないと思います。要するに元々,今で

も仮設住宅があれだけあるわけですからね。あれが 2年

つて言つても,2年でそんな無くなるわけない。まぁ今

世紀中は残つてると思いますね。まず間違いなしに。お
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気の毒ですけどね。

一仮設にいらつしゃるかたが積水さんの需要に直接結

びつくんですか ?

間接的なものだと思います。民営アパー トを建築して

入居されるとか,それからもしかすると今後どうなるか

わからないですけども,神戸市の住宅供給公社とか,あ

あいうふうなところも土地を持つておられますのでね ,

そういうふうなところで当社が建築をさせていただく,

発注を受けてね。そういう間接的なものになると思いま

す。

一―戸建ての家を直接受注という形じゃなくて。

私どもね:受注状況がそこにいかないのは,1つの

ね,今家のオーダーに来らねる方つてお幸せなんです

よ。土地があつて,それでなおかつ,お金を持つておら

れるか,借 り入れができるか,という。大多数の方はそ

んな幸せな方じゃないんですよ。だから私どもも受注が

こんだけ伸びたというようなことを,あえて言つてない

んところなんですよ。やつぱり亡くなられた家だから一

周忌まではそのままにしておきたい,とかいろんな思い

の方がおいでになりますのでね。あと企業として何がで

きるか:というと,少なくとも注文を受けたものは早

く,立派にお引渡ししたい,と。これしかできないじゃ

ないですよ。かつこよく社会貢献がどうのこうのつて言

つても限界があります。私はそれよりも本業のところを

キチンとやつておけば,それはそねなりにね,間接的で

あるかもわからないけねど,社会貢献と言つてもいいん

じゃないか,と。

一別になんか特別なことをしなくても,じかに関係す

ることですからね。

そうですね。だからわれわれはね,ある意味では幸せ

な職業に就いていると思いますよ。家を新築されて喜ば

れない方いませんからね。

一そねに,信用というか,住んだ後で文句もないでし

ょうしね。

ええ,だからキチンと作つてればね。

地震に耐える安全な家を作るということが,そのま

ま安全な街作 りに結びつ くのではない。 しか し, きち

んと家を作るということは,そ れ自体が「社会貢献」

である。ひとつひとつの仕事や活動と,そ れが「街」

や「社会」にもらたす影響とは,単純にはつながらな

いけれども,間違いなく関係しているのである。

(2002.12.19未 完 )




